
人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして ＲＡＣＤＡ 

第⑲号 

2006/  2 
市民合意とは何か？ 

■最近、「公共事業を進めるのに 
市民合意を得た上で」という言葉 
が目立つ様になりました。どの自 
治体も過去の借金が積み重なって、 
自由に使えるお金が少なくなって 
おります。公共事業で失敗が出来 
ない状態となりました。そこで出て 
きたのが、『市民合意』と呼ばれる 
ものです。市長や知事が独りよが 
りにやっていくのではなく、予め、 
そこに住んでいる市民の総意として 
合意を得た上で事業を進めていく 
やり方で、よくある「完成しても 
利用が少ない」とかの失敗を避ける 
方法の１つです。 
■その市民合意とはどの様な方法 
を求めるのが良いのか？ 
　１）従来の選挙制度に基づいて、 
　　　議会の合意を得る。 
　○これまでも議会合意が必要で 
　　した。議会選挙で市民の意見 
　　が反映されると言っても、それ 
　　ぞれの個別議案で市民の意見 
　　が必ずしも反映されるとは言い 
　　切れません。議案ひとつひとつ 
　　に市民が「イエス・ノー」を 
　　言えないからです。だから、 
　　市民の意見と議会の決議が必ず 
　　しも一致するとは限りません。 
　　その為、失敗する可能性が高い 
　　公共事業が見過ごされてきま 
　　した。 
　２）個々の事柄へ直接住民投票 
　　　を行う。 
　○欧米では、路面電車の建設など 
　　沢山の住民投票が行われてい 
　　ます。また、日本でも自治体 
　　合併では住民投票が沢山行われ 
 

　　ました。公正ですし、ハッキリ 
　　結果が分かりますが、費用も 
　　時間も掛かってしまいます。 
　３）署名を集める。 
　○日本で市民合意と言えば、一般 
　　的な手法です。しかし、いつ 
　　どこで書いたのかハッキリしな 
　　いので、公正とは限りません。 
　４）行政が地域へ直接出かけて、 
　　　住民の人へ説明を行い納得 
　　　してもらう。 
　○日本では残念ながら行政が怖がっ 
　　て、この様な説明会はギリギリ 
　　の段階にならないと行われま 
　　せん。事業計画を立てるごく 
　　初期から説明会を繰り返すと 
　　摩擦も少なくて済みます。 
■利点も欠点もあり、これが市民 
合意という決定版はありません。 
 

欧米の路面電車建設では、住民へ 
説明をたくさん行ない、議会合意 
を得て、さらに住民の直接投票で 
認めてもらってから、建設を始め 
ています。手順は非常に大変です 
けど、納税者に納得してもらい失敗 
のない公共事業を行うために進めて 
います。だから、完成してから沢山 
の利用者で賑わいます。 
■ＲＡＣＤＡでは、ＬＲＴ（ライト 
レールトランジットシステム＝ 
次世代路面電車システム）を推進 
していますが、まず良い点・悪い点 
を皆さんへ説明して、そこから署 
名を集めて、議会を動かしていく 
ことを目指しています。遠回りに 
なるかもしれませんが、良いモノ 
が市民の歓声の中で走り出すため 
に必要な事と考えています。 
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■いずれの都市も乗り換えを便利 
にすることで、ＪＲと路面電車の 
どちらもお客さんが増えています。 
さらに乗り換えのお客さんが増え 
ることで、街のにぎわいが戻って 
います。 
■ＲＡＣＤＡでは、岡山でも利用者 
の視点に立って、駅前広場への路面 
電車乗り入れ実現を働きかけてい 
きます。 

◇みなさんは今の岡山駅前にある路面電車の乗り場が便利だと思われ 
　ますか？不便と思われますか？私たちＲＡＣＤＡはＪＲから路面電 
　車への乗り換えが楽に出来る様、路面電車の駅前広場乗り入れを提案 
　しています。 
◇他の都市でも同じ様な動きがあり、広島市の横川駅と高知市の高知 
　駅で実現しています。 

～横川駅（広島市）～ 
■改良前は駅前の交差点で右折した 
国道５４号の真ん中に電停があり 
ました。ＪＲ改札から電停まで横断 
歩道を渡り２５０ｍも歩く必要が 
ありました。そのため、路面電車 
からＪＲへ乗り換える人は年々少な 
くなる一方、駅前の交差点は電停 
があることで渋滞が激しくなって 
いました。 
■その解決策として路面電車を駅 
前広場へ乗り入れる案が示され、 
市民団体が具体的な案を持って自 
治体や商店街と共に議論を行ない、 
実現させました。ＪＲの改札口を移 
動させ、広場内に入ってきた路面 
電車の乗り場まで歩く距離を６０ｍ 
と短くする、しかもＪＲの駅舎か 
ら路面電車の乗り場までをスッポリ 
と屋根で覆い、傘をささなくても 
乗り換え出来る様にしました。 
駅前乗り入れに併せて、新たに横川 
駅から街の中心へ増発を行ない、 
ぐっと利便性を高めたのです。 
 

～高知駅（高知市）～ 
■ここも同じく、路面電車乗り場が 
駅前の交差点で右折した場所にある 
ために、駅玄関からは見えない状態 
で、歩道橋を渡る必要もありました。 
ＪＲからの乗り換え客は無視され 
た状態で、ほとんど乗っていない 
路面電車でした。平成１４年に開催 
された高知国体を機に『これでは 
ダメだ』ということで、高知県の 
知事が中心になって進め、わずか 
数カ月の工事で路面電車の駅前広場 
乗り入れが実現しました。 
■改良後はＪＲの改札口からわずか 
１０数歩で路面電車の乗り場に着き 
ます。しかも、ＪＲの改札口から路面 
電車まで段差無しで乗ることが出来 
ます。まさに特急列車を降りたら 
そこが路面電車乗り場なのです。 

0 10 20 30 40 50 60 

２．何が良くなったとお感じですか？ 

JR と電車 ・ バスの乗り継ぎが便利になった 

都心までの時間が短くなった 

電車の乗り継ぎで、 国道の横断が無くなり安全になった 

雨に濡れずにすみ快適になった 

商業施設もでき便利になった 

駅前がおしゃれになった 

駅前の渋滞が減った 

バリアフリーに配慮されている 

街のにぎわいが期待できる 

その他 

岡山版バスマップ 
最新版できました 

旧御津町全域・玉野市中心部の経路図収録 

災害時の広域避難場所に　　を記載 

▲ 横川駅完成後の市民アンケート結果 (路面電車を考える会・提供 ) 

▲ 改良後のＪＲ横川駅前、タクシーのりばの後ろがＪＲ改札口 
駅舎自体もオシャレになり賑わいも出てきた 

＜西大寺会陽関連＞ 
　●両備バス・西大寺本線　●ＪＲ赤穂線 
　　２月１８日深夜～未明にかけて行われる西大寺会陽への 
　　アクセスとして、臨時バス・臨時列車が運行されます。 
＜路線延長＞ 
　◇岡電高速バス・神戸線 
　　　神戸空港開港にあわせて、２月１６日より同空港へ延長 

２月の路線バスに関する 
　　　　　　　　変更の状況 

ーＲＡＣＤＡバスマップは以下の店舗でお買い求め頂けます－ 
 ○禁酒会館１階　禁酒食堂 
 ○丸善　岡山シンフォニービル店 
 ○精文堂（天満屋地下街） 
 ○紀伊国屋書店　クレド岡山店 
 ○岡山県庁　書籍販売店（岡山県庁売店内） 
 ○岡山県観光物産センター「晴れの国岡山館」 
 ○岡山市民病院　売店　 
 ○岡山市役所　地下売店 
 ○岡山駅バスターミナル案内所 
 ○本の森セルバ（ドレミの街５階） 
 ○本の森セルバ（地下街店・地下改札口横） 
 ○本の森セルバ（ピーチプラザ店・岡山駅２階） 
 ○長田文昭堂（ＡＺ築港店） 
 ○ブックランドあきば　浦安店・西大寺店 
 ○書泉グランデ（東京・神保町 ) ○岡山空港売店 

～広島と高知～ 
駅前乗り入れが実現した街 
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